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肛門部に発生したSyringocystadenoma papilliferumの1例
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単独に生じることもある鋤。

筆者らが検索し得た:本邦報告例は30例で，男が

16樋，女が14例であった。発生部位は頚部および

譲薗が18例と半数以上を占め，その他は下腹部３

例，大腿部３例，瞥部２例，蕨溌２例、背部１例，

乳房１例であった。治療は全例に外科的鎚除が行

われていた。

長山ら3)は，ＳＡＰの約1/3が脂腺母斑に合併し，

脂腺母斑が頭部に好発するため本症が頭部に多く

認められるとしている。

臨床経過獄，生下時または幼小児期にやや黄色

調の孤立性の無毛斑または丘疹として生じ，次第

に帯紅色隆起となり，思春期以降に表燕暗褐色乳

頭腫状，擁状，角化‘膝の直径２cmくらいまでの結

節となる。時にびらん，潰蕩を生じる妙。八坂ら5）

葱脂腺母斑上に認められるものは，生下時から思

春期頃に生じることが多いが、単独発生例では，

中年期，壮年期に好発するとしている。

ＳＡＰの発生泌来については一般にアポクリン

磯来とする説が多いが3)，簿素組織所見や電子顕

は じめに

SyringocystadenoInapapiIliferu、(以下SAP）

は，汗腺由来のまれな腫蕩で，その多くは頭部や

顔爾涯発生する懲今腫我々は砿門部に発生した

SAPの１例を経験したので，若干の文献的考察

を澱えて報告する。

Ｉ”嬢ｆ例

患者：２９歳，女性．

主訴：紅濡痛総よびWX門出郷。

家族藤：特記すべきことなし。

既往歴賞２７歳、子宮内膜症。

現病歴：約１週間前より肱門痛および蹴門出血

を認めたため，2004年１月26日当院外来を受診。

初診時所見：駁門縁の７時方向に直後XOmm，弾

性渡，辺縁平滑な赤褐色の腫繕を触知した。同部

より少量の出血を認めた（図１)響

血液一般，生化学および尿検査では異常所見は

認めなかった。

治療：2004年１月28日，紬骨硬膜外麻酔下に

切練術を行った。

病理組織学的所見鳶表皮表獅から連続した蕊腫

様構築があり，蕊蕊内腔にむかって乳頭状に上皮

が突出し〈図2a)，線溌構造の一部には断頭分泌

像を伴っている〈図２b〉。－－部に猿異型を伴うが，

病変は表皮に開口しておりSyringocystadenom鼠

papiliiferuxnwithcellatypiaと診断された。
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ＳＡＰは1954年にPinkuIsら藻によって報告され

た汗腺由来の非常にまれな腫蕩で，頚部，顔面に

好発する職類器官母斑上に生じることが多いが，

図１

虹門縁の７時方向に直径10”弾性硬，辺縁平滑な
赤褐色の腫癖を認めた。
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